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Abstract  
 Correspondence education has the longest history among many devices for distance education. Since president 
William R. Harper initiated it in Chicago University (1892), university correspondence education has contributed 
toward extending university education beyond campus. 
 Independent learning (self-study) is a characteristic of correspondence education. Students are used to self-direct 
their own learning autonomously. This fact implies that university teachers are out of learning sphere of student. 
Therefore teachers are not able to understand how students learn, or what kind of trouble they confront. It has caused 
high rate of dropout in correspondence education. 
 So this article aimed at revealing actual conditions of learning activity in Correspondence Education of Kibi 
International University. The results of the study are as follows. 
1. The students are heterogeneous. Among them, there are differences of the attributes, namely in age, academic 
background and career.  
2. The purpose of entering university is to obtain licenses or certificate ; for primary school teacher(43.6%), 
kindergarten teacher(41.8%), or nursery(40.0%).  
3. Not a few of the students study lessons irregularly. The hours they allot for homework are much various from 
one hour to 10 hours a week. 
4. They acknowledge the demerits of independent-study, comparing with face-to-face education, that is, 
self-satisfaction, lack of enlightenment , encouragement and fellowship, etc.  
5. It is surprising that almost all students are in difficulties in learning, besides many can’t work out a solution.  This 
is the reason why learning support should be given in correspondence education. 
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質問紙によるアンケート調査を 2014 年 8 月に郵送






データの分析には SPSS ver22 を使用した。 
 年代別にみると 20 歳代 27 人(49.1%)と最も多く、次
に 30 歳代 15 人(27.3％)、40 歳代 8 人(14.5%)、50 歳
代 3 人(5.5%)であった。20 歳未満は最も少なく、2 人
であった。 
性別では男 14 人(25.5%)、女 41 人(74.5%)と女性が
男性の約 3 倍であった。 
学年では、1 年次から 4 年次までほぼ同数で、1 年
次 11 人(20%)、2 年次 12 人(21.8% )、3 年次 14 人















 属性同士についてクロス集計の後カイ 2 乗検定を
行ったが有意差は認められなかった。 
















･････････････ 24 人(43.6%) 
② 幼稚園教諭の免許取得するため 
         ･････････････ 23 人(41.8%) 
③ 保育士資格を取得するため 
        ･･････････････ 22 人(40.0％） 
④ 豊かな教養を身に付けるため 
       ･･････････････ 13 人(23.6%) 
⑤ 学位を取得するため 
       ･･････････････ 11 人(20.0%) 
⑥ なにか人生の転機になるような、きっかけを 

















･･････････････47 人(85. 5%)  
② 都合の良い時間に、自分のペースで、好きなよ 
うに学習することができるから 





























【第 1 位グループ】 
① スクーリングの場所や時期が好都合である 
････････････ 21 人(38.2%) 
② 学費が安い  ････････ 19 人(34.5%) 
③ 編入制度がある ･･････ 6 人(10.9%) 
【第２位グループ】 








② その他  ････････････････9 人(16.4%) 
③ 入学の難易度がそれほど高くない 
･･･････････････7 人(12.7%) 


































のが、図 1 である。 
①毎日一定の時間を自習にあてている 
･･････････････････6 人(10.9%) 
 ②２～３日に 1 回、一定の時間を自習にあてて 
いる ･････････････････11 人(20.0%) 
③1 週間に 1度、一定の時間を自習にあててい 
る   ････････････････7 人(12.7%) 
④2 週間に 1度、一定の時間を自習にあててい 
る   ････････････････2 人(3.6%)  
⑤定期的に自習の時間をとってはいない 
･････････････27 人(49.1%)  
 ⑥その他  ･･････････････2 人(3.6%) 









を訊ねた結果が、図 2 である。 
ちなみに、大学通信教育設置基準は、単位の計算方
法を定めた、その第 5条で、「1 単位の授業科目を 45
時間の学習を必要とする内容をもって構成することを
標準とする」と述べている。これに従うと、テキスト
科目は、概ね 2 単位科目であるから、90 時間の学習を
前提とする計算になる。学期は 4 ヶ月で構成されるの
で、1 週間あたりの自習時間×16（週）が問題となる。










がって、仮に 2 科目履修していれば、90 時間の倍の時
間を自習に充てねばならないのだ。すると 1 週間あた
りの自習時間は 11.25 時間、3 科目を履修している場
合 16.9 時間、4 科目では 22.5 時間を自習のために確保
しなくてはならない。一人の学生が、1 学期に 4～5 科
図 1 テキスト科目の自習状況 
































































（図 4）。図 5 によると、そうした事態への対処法とし
 


































































図 4 学習での困難・疑問の有無 



















































協力者会議」を設け、大学通信教育における IT 活用の推進策を検討している。 
図 6 学習を阻害する要因 
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  表１ 学習の進捗状況                  表２ 履修科目に対する期待 








表3 履修科目への満足度                 表4 テキスト科目の自習状況 















































合計 55 100.0         
 
 
 表7 テキスト科目についての満足度               表8 学習での困難・疑問の有無 







表9 困難や疑問への対応方法               表10 学習を阻害する要因 
         
 
度数 ％
目次などを手がかり
に 4 7.3
難しい用語や語句は
あとまわし 3 5.5
全体を通して内容を
理解 14 25.5
添削課題の関連箇所
をピックアップ 32 58.2
筆者の主張を考えな
がら 2 3.6
合計 55 100.0
度数 ％
よくある 21 38.2
ときどきある 29 52.7
あまりない 3 5.5
全くない 2 3.6
合計 55 100.0
度数 ％
全く満足していない 4 7.3
あまり満足していな
い
8 14.5
ある程度は満足 42 76.4
大いに満足 1 1.8
合計 55 100.0
146 大学通信教育への入学と学習活動の実態
表11 大学通信教育の欠点 
 
147藤井伊津子・小池　源吾
